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 ฺุูはじめに 

本書は、世界史を出来事や固有名詞の羅列としてではなく、「社会をいかに統合す

るか」という構造の変化として読み直す試みです。 

農耕の開始から帝国の成立、さらに精神的統合原理の形成に至るまで、人類はさ

まざまな方法で広域社会をまとめ上げてきました。本分冊では、その統合原理の誕

生と変遷を扱います。 

教科書の時代区分とは必ずしも一致しない部分もありますが、それは視点の違い

によるものです。本書の目的は、出来事を覚えることではなく、自ら歴史の構造を

捉える力を養うことにあります。 

 

 १२३४५本書の使い方 

1. 各章の設問に取り組む。 

2. 模範解答と照合し、構造が押さえられているか確認する。 

3. 章末の派生問いで思考を広げる。 

4. 教科書や資料集で具体例を補強する。 

記述されてしまえば当然と感じられる内容を、正解を写すのではなく、「なぜそう

なるのか」自分なりに実感的に説明できるようになることが目標です。教科として

の世界史の理解・知識を深めるにとどまらず、皆さんが世の中を見る目線をも育ん

でいただけたら幸いと考えています。 
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 ൐൑൒൓ 第 1 章 農耕革命 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

生産様式の変化は社会構造にどんな影響を与えたか。 

 

◆ 問 1（基礎構造） 

農耕の開始が社会構造をどのように変化させたか、80 字程度で説明せよ。 

【食料 人口 階層】 
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✍ 模範解答 

農耕の開始は安定的な食料生産を可能にし、人口増加と定住を促進した。余剰生産

物の蓄積は労働の専門化と階層化を生み、権力の集中と国家形成の基盤を形成した。 

 

✍ 別解例① 

農耕は食料の安定供給を実現し、人口の増大と定住生活を拡大させた。余剰の発生

により役割分業と階層分化が進み、統治者層が成立して国家の萌芽が生まれた。 

 

✍ 別解例② 

農耕の開始によって食料生産が安定し人口が増加したことで、人々は定住化した。

余剰の蓄積は分業と社会的階層を生み出し、権力の集中を通じて国家成立へとつな

がった。 
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◆ 問 2（構造深化） 

農耕社会において「余剰」が持った意味を、国家形成との関係から 100 字程度で説

明せよ。 

【分化 支配】 
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✍ 模範解答 

余剰は生存に必要な生産を超える富を生み出し、特定の人々が直接生産に従事せず

とも生活できる条件を整えた。その結果、宗教者や支配者、官僚などの専門層が成

立し、統治機構の発達と国家形成が可能となった。 

 

✍ 別解例① 

余剰生産物の発生は、食料生産に従事しない階層の成立を可能にした。これにより

宗教や軍事、行政を担う集団が分化し、権力の集中が進んだことで組織的な支配構

造が生まれ、国家形成へとつながった。 

 

✍ 別解例② 

余剰とは生活維持を超える生産物であり、それは支配者や祭司など非生産層の存在

を可能にした。余剰の再分配を通じて権力が集中し、階層化が固定化されたことで、

国家という統治体制が成立した。 
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◆ 問 3（比較構造） 

狩猟採集社会と農耕社会を比較し、社会構造の違いを 100 字程度で説明せよ。 

【余剰の蓄積 権力】 
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✍ 模範解答 

狩猟採集社会は移動生活を基盤とし、余剰が蓄積されにくいため階層は固定化しに

くかった。一方、農耕社会では定住と余剰の蓄積が進み、分業と階層化が進展した

ことで権力の集中が可能となった。 

 

✍ 別解例① 

狩猟採集社会では移動生活が中心で余剰の蓄積が難しく、社会的平等性が比較的保

たれた。これに対し農耕社会は定住と余剰を前提とし、役割分業と階層分化が進み、

支配層が成立した。 

 

✍ 別解例② 

狩猟採集社会は移動的で余剰を蓄えにくく、階層は流動的であった。農耕社会は定

住と余剰の蓄積を可能にし、分業と階層化を促進したため、権力の集中と国家形成

へと発展した。 
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◆ 問 4（統合） 

農耕革命を歴史の転換点と呼べる理由を、生産様式・社会構造・権力形成の観点か

ら 120 字程度で説明せよ。 

【食料 階層 支配】 
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✍ 模範解答 

農耕革命は生産様式を狩猟採集から定住農耕へ転換させ、安定的な食料供給と人口

増加を可能にした。余剰の蓄積は分業と階層化を促進し、非生産層の成立と権力の

集中を生んだ。その結果、統治機構と国家の基盤が形成され、後の文明発展の原型

が生まれた。 

 

✍ 別解例① 

農耕革命は生産様式を根本的に変化させ、定住と余剰の発生を通じて人口増加と社

会分業を進展させた。余剰の再分配を担う支配層が成立し、階層構造が固定化した

ことで権力が集中した。これにより統治制度と国家形成が可能となり、文明の基礎

が築かれた。 

 

✍ 別解例② 

農耕革命は安定した食料生産を実現し、定住化と人口増大を促した。余剰生産物は

専門職の分化と階層化を生み、支配層による再分配を通じて権力が集中した。こう

して統治機構が整備され、国家と文明の成立へとつながった点で歴史の転換点とい

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ၧၨၩ 構造一文要約 

「農耕は余剰を生み、社会階層と国家の原型を形成した。」 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 余剰がなければ国家は成立し得ただろうか。 

 農耕以前の社会は本当に「平等」だったのか。 

 現代社会における“余剰”とは何を指すか。 

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 農耕革命と新石器時代の記述を確認。 

 都市文明成立前の社会構造の説明を整理。 

 メソポタミア文明冒頭部分を読み、農耕との関係を意識する。 
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 ൐൑൒൓ 第 2 章 都市国家の形成 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

なぜ都市は生まれ、どのように国家へと組織化されたのか。 

 

◆ 問 1（共通構造） 

古代都市国家が成立した共通要因を 80 字程度で説明せよ。 

【余剰 分業 権力】 
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✍ 模範解答 

農耕の発展による余剰生産と人口集中が進み、分業と階層化が高度化したことで、

余剰を管理する必要が生じた。その結果、統治機構と権力の集中が進み、都市国家

が成立した。 

 

✍ 別解例① 

農耕の安定化により余剰が蓄積され人口が集中すると、分業と階層分化が進んだ。

余剰管理の必要性から統治機構が整備され、支配層が成立したことで都市国家が形

成された。 

 

✍ 別解例② 

農耕の進展に伴い余剰生産と人口集中が進み、社会の分業化と階層化が高度化した。

余剰を管理する統治装置が求められ、権力の集中を通じて都市国家が成立した。 
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◆ 問 2（統治機構） 

余剰管理の必要性がどのような統治機構を生んだか 80 字程度で説明せよ。 

【税 再配分 官僚】 
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✍ 模範解答 

余剰の蓄積は再分配や保管を担う機構を必要とし、税の徴収や労働動員を行う官僚

制が成立した。さらに軍事力の組織化や法の整備が進み、統治権力が制度的に固定

化された。 

 

✍ 別解例① 

余剰を管理するためには記録や徴税、再分配を行う組織が必要となり、官僚や祭司

などの専門層が成立した。これにより軍事や法の制度化が進み、支配体制が安定し

た。 

 

✍ 別解例② 

余剰の管理は税や労働を統制する装置を生み、官僚制や軍事組織が整備された。こ

れに伴い法の整備と権力の集中が進み、統治機構が恒常的に維持されるようになっ

た。 
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◆ 問 3（文字の役割） 

古代都市国家において文字が果たした役割を統治との関係から 80 字程度で説明せ

よ。 

【税 記録 正統性】 
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✍ 模範解答 

文字は税や労働、交易の記録を可能にし、余剰管理を正確かつ継続的に行う基盤と

なった。また法や神話を固定化することで権力の正統性を支え、統治の安定に寄与

した。 

 

✍ 別解例① 

文字は徴税や再分配の記録を可能にし、統治を制度的に安定させた。さらに法や宗

教的教義を成文化することで支配の正統性を強化し、都市国家の持続を支えた。 

 

✍ 別解例② 

文字の成立は余剰や人口の把握を可能にし、官僚制の発展を促した。法の成文化や

神話の固定化を通じて支配秩序が強化され、統治機構の継続性が確立された。 
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◆ 問 4（差異） 

メソポタミアとエジプトの政治構造の違いを自然環境との関係から 80 字程度で説

明せよ。 

【氾濫 外敵 閉鎖性】 
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✍ 模範解答 

メソポタミアは氾濫が不規則で外敵侵入も多く、都市ごとの分立と軍事的緊張が続

いた。一方エジプトはナイルの規則的氾濫と地理的閉鎖性により統一王権が成立し

やすかった。 

 

✍ 別解例① 

チグリス・ユーフラテス川は氾濫が不安定で外敵侵入も多く、都市国家の分立が続

いた。対してナイル川は安定的氾濫と砂漠による防御性があり、中央集権的王権が

形成された。 

 

✍ 別解例② 

メソポタミアは自然条件が不安定で都市間競争が激化したが、エジプトはナイルの

安定と地理的閉鎖性により統一的王権が確立しやすかった。 
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◆ 問 5（統合） 

農耕革命との連続性を踏まえ、都市国家成立の歴史的意義を 100 字程度で説明せよ。 

【制度化 原型】 
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✍ 模範解答 

農耕革命により生じた余剰と定住化は人口集中と分業を促し、余剰管理の必要性を

生んだ。都市国家はその管理装置として成立し、官僚制や文字、軍事組織を備えた

統治機構を発展させた点で、国家形成の具体的形態を示した。 

 

✍ 別解例① 

農耕による余剰の発生と定住は人口集中と階層化を進めた。都市国家は余剰管理と

再分配を担う装置として成立し、文字や官僚制を整備した。これにより権力が制度

化され、国家の原型が具体化した点で歴史的意義を持つ。 

 

✍ 別解例② 

農耕革命で生じた余剰と人口集中は分業と階層化を進展させ、管理のための統治機

構を必要とした。都市国家は文字や官僚制を通じて余剰管理を制度化し、権力の持

続性を確立した点で国家形成の重要段階を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ၧၨၩ 構造一文要約 

「都市国家は余剰管理の必要から統治機構を発展させた。」 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 なぜ文字は都市で生まれたのか。 

 ナイルとチグリスの違いは統治にどう影響したか。 

 現代の行政制度はどこまで古代に遡れるか。 

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 メソポタミアとエジプトの政治体制の比較表を確認。 

 楔形文字とヒエログリフの用途を整理。 

 都市の構造図（城壁・神殿・宮殿）を参照。 
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 ൐൑൒൓ 第 3 章 市民共同体の誕生（ギリシア） 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

なぜギリシアでは、王ではなく市民が国家を担ったのか？ 

 

◆ 問 1（軍事構造） 

重装歩兵制がポリスの政治体制に与えた影響を 80 字程度で説明せよ。 

【武装 平等 合議制】 
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✍ 模範解答 

重装歩兵は自費で武装する市民によって構成され、密集隊形で戦った。その軍事的

平等性は市民の発言権拡大を促し、合議制や民主政の発展を支える基盤となった。 

 

✍ 別解例① 

重装歩兵制は中産市民が自費で武装し横並びで戦う制度であったため、軍事的役割

を担う市民が政治参加を要求する基盤となり、合議制や民主政の発展を促した。 

 

✍ 別解例② 

自費武装の市民が密集隊形で戦う重装歩兵制は、戦場での平等性を生んだ。この構

造が政治参加意識を高め、市民主体の合議制や民主政の成立を後押しした。 
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◆ 問 2（経済軸） 

中産層の存在がギリシア民主政成立に与えた影響を 80 字程度で説明せよ。 

【自営 政治参加 民主政】 
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✍ 模範解答 

自作農民を中心とする中産層は重装歩兵として軍事を担い、国家防衛に不可欠な存

在であった。そのため彼らは政治参加を求め、貴族支配の抑制と民主政の成立を促

す力となった。 

 

✍ 別解例① 

自営農民を基盤とする中産層は軍事力の担い手として重要であり、その経済的自立

が政治的発言力を支えた。これが貴族寡頭制を制限し、市民参加型政治の発展につ

ながった。 

 

✍ 別解例② 

中産層は経済的自立と軍事参加を背景に政治的権利を要求した。これにより貴族中

心の体制が揺らぎ、市民が討議と投票を通じて国家運営に関与する民主政が成立し

た。 
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◆ 問 3（思想構造） 

ポリスにおける討議文化が哲学の成立とどのように関係したか、80 字程度で説明せ

よ。 

【言論 理性】 
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✍ 模範解答 

ポリスでは公共問題を市民が討議し合意を形成したため、言論と理性的思考が重視

された。この討議文化が神話的説明に代わる理性探究を促し、哲学の成立を支える

土壌となった。 

 

✍ 別解例① 

市民が公共空間で討議する政治文化は、言葉による説得と論理を重視する風土を育

てた。これが神話に依らず理性で世界を理解しようとする哲学の成立につながった。 

 

✍ 別解例② 

討議を通じて合意を形成するポリスでは、論証や批判が尊重された。この理性的対

話の環境が真理を理性で探究する思想を生み、哲学発展の基盤となった。 
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◆ 問 4（比較） 

王権型都市国家とポリスの統治原理の違いを 80 字程度で説明せよ。 

【神権 合議 担い手】 
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✍ 模範解答 

王権型都市国家は神権や世襲王権を中心に統治が行われたのに対し、ポリスでは武

装市民の合議と討議が政治運営の原理となった点で統治の担い手が異なった。 

 

✍ 別解例① 

王権型都市国家では支配権が王や祭司に集中したが、ポリスでは市民が討議と投票

を通じて政治を担った。統治原理が専制から合議へと変化した点が相違である。 

 

✍ 別解例② 

王権型は神権的権威を基盤とする集中支配であったのに対し、ポリスは武装市民の

参加を前提とする合議制であった点で、統治の正統性と担い手が異なった。 
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◆ 問 5（統合） 

ギリシアの市民共同体が後世の政治思想に与えた歴史的意義を 100 字程度で説明せ

よ。 

【合議 正統性 民主主義】 
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✍ 模範解答 

ギリシアの市民共同体は、武装市民の合議と討議を通じて政治を運営するモデルを

示した。これは権力を特定の支配者に集中させず、市民が理性によって公共問題を

扱う原理を確立した点で画期的であり、後の共和政や民主主義思想の源流となった。 

 

✍ 別解例① 

ポリスは市民が討議と投票により国家運営に参加する体制を築き、政治と理性を結

びつけた。この原理は権力の正統性を市民に求める思想を生み、後世の共和政や民

主主義理論の基盤となった。 

 

✍ 別解例② 

ギリシアの市民共同体は武装市民の平等性と討議文化を基盤とし、政治参加と理性

を重視する思想を育んだ。この経験は権力の集中を制限する原理を提示し、近代民

主主義の思想的源流となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ၧၨၩ 構造一文要約 

「ポリスは武装市民の合議による統治モデルを生んだ。」 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 現代の民主政とポリスは何が似ていて何が違うか。 

 合議による統治が変容していったのはどのようにしてか。 

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 アテネ民主政の制度説明を確認。 

 ソクラテス・プラトンの思想の背景を整理。 

 ペルシア戦争の記述を読み、軍事と政治の関係を考える。 
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 ൐൑൒൓ 第 4 章 広域支配の原理（帝国） 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

広域帝国はどのような構造によって成立し、維持されたのか。 

 

◆ 問 1（共通原理） 

アケメネス朝・秦漢・ローマに共通する広域支配の条件を 80 字程度で説明せよ。 

【軍事力 交通網 多民族】 
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✍ 模範解答 

広域帝国は強力な軍事力を基盤に征服を進め、道路や交通網を整備して統治を可能

にした。さらに官僚制や税制を整え、多民族を管理する制度を構築した点で共通す

る。 

 

✍ 別解例① 

広域支配には常備軍と交通網の整備が不可欠であり、征服地を結ぶ制度的枠組みが

求められた。官僚制や税制の整備により多民族統治を可能にした点が共通する。 

 

✍ 別解例② 

帝国は強力な軍事力と道路網を背景に広大な領域を統合し、官僚制と徴税制度を整

備して支配を安定させた。多民族を制度的に統合した点で共通する。 
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◆ 問 2（制度） 

広域帝国が多民族を統治するために採用した制度的工夫を 80 字程度で説明せよ。 

【慣習 地方官 法】 
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✍ 模範解答 

帝国は征服地の慣習や宗教を一定程度認めつつ、中央の法や行政制度を整備するこ

とで統治を安定させた。地方官の派遣や税制の統一により、広域支配を制度的に維

持した。 

 

✍ 別解例① 

多民族統治のため帝国は地方自治を部分的に容認しながら中央の権威を維持した。

度量衡や法の統一、官僚の派遣により支配を制度化し、反乱を抑制した。 

 

✍ 別解例② 

帝国は征服地の宗教や慣習を尊重する寛容政策を取りつつ、徴税や軍事を中央で統

制した。地方統治制度を整備することで多様な民族を統合した。 
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◆ 問 3（差異比較） 

アケメネス朝・秦漢・ローマの統治方式の違いを 80 字程度で説明せよ。 

【寛容 中央集権 市民権】 
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✍ 模範解答 

アケメネス朝は地方総督を通じて自治を認める寛容的支配を行った。秦漢は中央集

権的官僚制を徹底し統制を強めた。ローマは市民権付与を通じて征服地を統合した

点で異なる。 

 

✍ 別解例① 

アケメネス朝は多民族に寛容で地方慣習を尊重した。秦は法家思想に基づく中央集

権を徹底した。ローマは属州制度と市民権拡大により統合を進めた。 

 

✍ 別解例② 

ペルシアは地方総督制で自治を認め、秦漢は郡県制で直接支配を強化した。ローマ

は法と市民権を通じて段階的統合を図った点で統治原理が異なる。 
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◆ 問 4（地理・文化） 

帝国の統治構造が地理的条件や文化的背景の影響を受けた点を 80 字程度で説明せ

よ。 

【中国 地中海 西アジア】 
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✍ 模範解答 

中国は広大な農耕平原を基盤に中央集権が発達し、地中海世界では海上交通を活か

した統合が進んだ。西アジアの多民族環境は寛容政策を促すなど、地理と文化が統

治構造に影響した。 

 

✍ 別解例① 

大河流域を基盤とする中国では官僚制が発達し、地中海世界では海上交通網が統合

を支えた。多民族社会であった西アジアでは宗教的寛容が重視された。 

 

✍ 別解例② 

広大な農耕地帯は中央集権を促し、海に囲まれた地中海世界は交易と軍事航路を発

展させた。文化的多様性は統治方式の柔軟性を生んだ。 
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◆ 問 5（統合） 

広域帝国の成立が世界史に与えた構造的意義を 100 字程度で説明せよ。 

【広い領域 交流 統治システム】 
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✍ 模範解答 

広域帝国は交通網や法制度を整備し、広大な領域を一つの政治秩序の下に統合した。

これにより経済圏が拡大し、文化や技術の交流が活発化した。帝国は単なる征服で

はなく、多様な社会を制度的に結びつける統治モデルを提示した点で重要である。 

 

✍ 別解例① 

帝国は軍事力と制度整備により広域支配を実現し、交通網と法の統一を通じて経済

と文化の交流を促進した。多民族を統合する枠組みを示した点で世界史的意義を持

つ。 

 

✍ 別解例② 

広域帝国の成立は征服地を交通網と法制度で結びつけ、広大な経済圏を形成した。

これにより文化的交流が進み、統治技術が高度化した点で歴史的意義がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ၧၨၩ 構造一文要約 

「帝国は軍事と制度により広域社会を統合した。」 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 なぜ帝国は寛容政策を採用することが多いのか。 

 秦とローマの中央集権の違いは何に由来するか。 

 現代の大国は帝国といえるか。 

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 アケメネス朝の総督制を確認。 

 郡県制とローマ属州制度を比較。 

 ローマ街道や王の道の地図を参照。 



40 

 

 ൐൑൒൓ 第 5 章 精神的統合原理の成立 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

広域社会は、いかなる精神的原理によって統合されたのか。 

 

◆ 問 1（共通構造） 

キリスト教・仏教・イスラーム・儒教に共通する精神的統合原理の特徴を 

80 字程度で説明せよ。 

【共通 価値観 精神的統合】 
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✍ 模範解答 

これらは広域社会に共通の倫理や世界観を提示し、支配や身分を超えて人々を結び

つけた。教義や思想を体系化し、統治や社会秩序に精神的正統性を与えた点で共通

する。 

 

✍ 別解例① 

民族や地域を超える価値体系を示し、人々の行動規範を統一した点が共通する。思

想や教義が秩序を支え、広域社会に精神的統合をもたらした。 

 

✍ 別解例② 

共通の倫理と世界観を提示し、広い社会に一体感を与えた。経典や教育を通じて秩

序を正当化し、統治の精神的基盤となった。 
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◆ 問 2（帝国との関係） 

精神的統合原理が帝国の枠組みの中で発展し得た理由を 80 字程度で説明せよ。 

【交通網 文化 多民族】 
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✍ 模範解答 

帝国は交通網と都市を整備し、人と思想の移動を促進した。多民族社会の不安や格

差の中で共通倫理を求める需要が高まり、精神的統合原理は帝国内で広域に浸透し

た。 

 

✍ 別解例① 

広大な帝国は文化接触を活発化させ、精神的指針への需要を高めた。道路や交易網

が教義や思想の伝播を可能にし、統合原理は帝国内で拡大した。 

 

✍ 別解例② 

多民族支配による緊張は共通の価値体系を求める状況を生み、帝国の交通網が思想

の拡散を支えた。こうして精神的統合原理が広域に広がった。 
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◆ 問 3（質の差異） 

ローマ帝国におけるキリスト教と、漢における儒教の統合原理の違いを 80 字程度

で説明せよ。 

【唯一神 礼 国家秩序】 
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✍ 模範解答 

キリスト教は唯一神信仰と救済思想により国家を超える信仰共同体を形成した。一

方、儒教は君臣秩序と礼を通じて国家秩序そのものを倫理化し、政治権力に内在的

正統性を与えた点で異なる。 

 

✍ 別解例① 

キリスト教は超越的神を中心に信徒を結びつけ国家を相対化したが、儒教は天命と

礼により皇帝支配を倫理的に支えた。統合の基盤が異なる。 

 

✍ 別解例② 

キリスト教は来世救済を説き信仰共同体を形成したのに対し、儒教は現世秩序と家

族倫理を重視し国家支配を安定させた点で統合原理が異なる。 
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◆ 問 4（比較） 

帝国による統合と精神的統合原理による統合の違いを 80 字程度で説明せよ。 

【軍事 法 信仰 内面】 
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✍ 模範解答 

帝国は軍事力と制度により外的秩序を維持するが、精神的統合は倫理や信仰を通じ

て内面的連帯を形成する。前者が強制的統合であるのに対し、後者は価値観共有に

基づく点で異なる。 

 

✍ 別解例① 

帝国は法と軍事により広域を統合する政治装置であるが、精神的統合は信仰や倫理

により心の秩序を形成する。統合の手段と基盤が異なる。 

 

✍ 別解例② 

帝国は制度と力で外側からまとめるが、精神的統合は価値観と思想で内側から結び

つける。統合の方向性が異なる。 
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◆ 問 5（統合） 

精神的統合原理の成立が世界史の構造に与えた影響を 100 字程度で説明せよ。 

【共通 倫理 統合モデル】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



49 

 

✍ 模範解答 

精神的統合原理は国家を超えて広域社会に共通の倫理と世界観を与え、文明圏の形

成を促した。政治秩序と結びつくことで統治の正統性を強化し、宗教国家や倫理国

家といった多様な統合モデルを生み出した点で構造的意義を持つ。 

 

✍ 別解例① 

共通の信仰や倫理は民族や地域を越える連帯を生み、文明圏を形成した。これが国

家と結びつくことで持続的秩序が成立し、世界史に複数の統合モデルをもたらした。 

 

✍ 別解例② 

精神的統合は広域社会に内面的連帯を与え、帝国支配を補完した。これにより文明

圏が成立し、政治と思想が結合する新たな統合構造が形成された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ၧၨၩ 構造一文要約 

「精神的統合原理は国家を超えて文明圏を形成した。」 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 なぜ儒教は国家理念になり得たのか。 

 宗教が国家と対立すると何が起こるか。 

 現代社会の精神的統合原理は何に支えられているか。 

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 ローマ帝国とキリスト教公認の記述を確認。 

 漢武帝と儒教の関係を整理。 

 イスラーム成立とウンマの説明を読み直す。 
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 ฺุู第一分冊まとめ 

本分冊で扱った統合原理の変遷は以下の通りです。 

 余剰による社会階層の形成（農耕） 

 都市と統治装置の成立 

 市民共同体という政治参加モデル 

 帝国による広域支配 

 精神的統合原理の成立 

これらは連続的でありながら、統合の質を変化させてきました。統合は常に一つ

の方法に固定されるのではなく、社会条件に応じて再編されることが分かります。 

 

次分冊への問い 

 なぜ帝国の後、分権的社会が広がるのか。 

 宗教世界はどのように政治秩序と結びつくのか。 

 交易ネットワークは国家を越える統合をもたらすのか。 

第二分冊では、分権構造と文明圏の展開を扱う予定です。 

 


